
す
ゝ
め

Vol .20
November 2023

患
者
さ
ん
と
慶
應
義
塾
大
学
病
院
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

ご 自 由 に
お持ちください

K E I O
U N I V E R S I T Y

H O S P I T A L

C o m m u n i c a t i o n 
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広報誌タイトル「すゝめ」とは
タイトルは明治5年から9年にわたって出版された17編を数える
福澤諭吉の大ベストセラー『学問のすゝ め』に因んでいます。

予防医療とは、いわば、一生を守る医療です。

予防医療センターでは高度な専門スキルを持つ医療チームが一丸

となり、受診者ご本人と共に健やかな人生をサポートしていきます。

一人ひとりの人生と共に歩む医療を

予防医療センター
麻布台ヒルズにて
2023年 11月6日開院



未
来
型
予
防
医
療
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た

検
査
と
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
た
め
の
対
話
」

予
防
医
療
の
未
来
を
麻
布
台
で

　

２
０
２
０
年
に
開
院
１
０
０
年
を
迎
え
た

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
は
、
次
の
１
０
０
年

に
向
け
た
施
策
の一つ
と
し
て
、
予
防
医
療
セ

ン
タ
ー
を
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
へ
拡
張
・
移
転
さ
せ

ま
す
。
本
院
の
組
織
が
信
濃
町
の
敷
地
の
外

に
出
る
の
は
、１
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

　

予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、２
０
１
２
年
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
開
設
当
初
は
４
０
０
０
人

弱
で
あ
っ
た
受
診
者
も
、昨
年
度
は
６
４
０
０

人
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
検
査
の

予
約
も
常
に
三
か
月
か
ら
半
年
待
ち
に
な
る

な
ど
、
受
診
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
移
転
に
際
し
、
開
設
以
来
大
切
に

し
て
い
る
個
別
化
医
療
に
つ
い
て
、「
一
人
ひ
と

り
の
人
生
と
共
に
歩
む
医
療
を
」
と
い
う
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
で
あ
る「
検
査
メ

ニュ
ー
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
き
る
パ
ー
ソ
ナ

ラ
イ
ズ
さ
れ
た
人
間
ド
ッ
ク
」、「
慶
應
義
塾

大
学
病
院
所
属
の
専
門
医
や
技
師
に
よ
る
確

か
な
診
断
」、「
当
日
に
行
う
看
護
師
に
よ

る
丁
寧
な
事
前
問
診
と
医
師
に
よ
る
結
果

説
明
」、「
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
な
ど
は
継
続
し

つ
つ
、
ほ
ぼ
全
て
の
医
療
機
器
を
一
新
し
、
よ

り
高
精
度
な
検
査
が
可
能
な
環
境
を
整
え

受診者との対話を
大切にした
予防医療を
　2023年 11月に慶應義塾大学予防医療

センターは、麻布台ヒルズに規模を拡張し

て移転し、予防医療を新展開させます。

　慶應義塾大学初代医学部長・病院長で

ある北里柴三郎先生は、「摂生は本にして

治療は末なり」と予防医療の大切さを説き

ました。皆様は、予防医療とはどのような医

療だと思われますか。私達は、予防医療と

は「病気にかかることを予防する」という守

りの医療だけではなく、「健康な状態で長

生きできるように、総合的な健康増進を行

う」という、積極的な医療だと考えます。受

診者に合わせて高度に個別化された検査

プログラムにより、まず自分自身を知って頂く

ことから始まります。ライフスタイルを改善す

るために、医師、看護師やコーディネーター

などのスタッフが、チーム体制でフォローアッ

プします。私達のセンターで一番大切にし

ているのは受診者との対話です。医療ス

タッフが「一家族」のように、一丸となって

受診者に寄り添い、健康増進を行っていき

ます。生まれ変わる慶應義塾大学予防医

療センターにご期待下さい。

予防医療センター長��高
た か い し

石�官
ひ ろ ま さ

均

健康長寿の
未来を支える
　予防医療センターの受診者が年々増え

る中で、より質の高い予防医療を提供する

ために、この度麻布台に拡張・移転するこ

とになりました。超高齢社会を迎え、健康

長寿が重視される今の時代において、予

防医療の重要性はますます高まってきてい

ます。当院としても予防医療にはこれまで

以上に力を注いでいく所存です。

　新しい予防医療センターでは、疾患の早

期発見や発症予測のためにさまざまな検査

メニューを用意するとともに、個々の受診者

との対話を重視し、経過観察が必要な場

合のフォローなど、受診者一人ひとりに寄り

添うことをモットーとしています。また、眺望

を生かした待合スペースや面談スペース、

癒しの空間になるような内装、プライバシー

がなるべく保てるような設計など、受診者が

快適に過ごせるように留意した作りになって

います。

　予防医療センターが、皆様の健やかな

生活を支える存在となりますよう、教職員一

同取り組んで参ります。

副病院長��陣
じ ん

崎
ざ き

�雅
ま さ

弘
ひ ろ

（医療DX・予防医療担当）�ま
し
た
。
ま
た
、
受
診
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
た
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
検
査
着
に
着
替
え
る
前
と
後
の
待

合
ス
ペ
ー
ス
を
区
切
り
、
内
視
鏡
の
回
復
室

で
は
他
の
方
の
視
線
を
気
に
す
る
こ
と
な
く

お
休
み
い
た
だ
け
る
よ
う
一
人
ひ
と
り
カ
ー
テ

ン
で
仕
切
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
腸
内
視
鏡
の
前
処
置
室
は
個
室
化
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
専
用
ト
イ
レ
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

予
防
医
療
で
は
、正
確
な
診
断
力
の
も
と
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
病
気
を
見
つ
け
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
も
そ
も
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
て

も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
病
気
を
見
つ
け

る
た
め
に
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
高
精

度
の
医
療
が
必
要
で
す
が
、
生
活
習
慣
の
改

善
の
た
め
に
は
、
受
診
者
と
の
対
話
が
極
め

て
重
要
と
な
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
健
康
に
対
す
る
考
え

方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま
す
。
確
か
な

科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
持
ち
な
が
ら
、受
診
者

と
の
対
話
を
重
ね
、一
人
ひ
と
り
の
価
値
観

を
尊
重
し
、不
安
や
希
望
に
寄
り
添
う
こ
と
、

そ
れ
が
私
た
ち
の
目
指
す
べ
き
パ
ー
ソ
ナ
ラ

イ
ズ
さ
れ
た
未
来
型
予
防
医
療
の
姿
で
す
。
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5階 パーソナライズド・ドックフロア
慶應義塾大学病院と連携のもとに、予防医療の発展を目指し、最新の医療機器を用いて
身体の部位や疾患に応じたパーソナライズド・ドックを提供いたします。

麻布台ヒルズ
麻布台ヒルズは約300人の権利者とともに35年という年月をかけて実現した大規模都市再生事業です。
コンセプトは「Modern Urban Village - 緑に包まれ、人と人をつなぐ『広場』のような街 -」。
そのコンセプトを支える二つの柱として“Green & Wellness”を掲げています。

エントランス

MRI 中央広場 ヒルズハウス
©DBOX for Mori Building Co., Ltd. - Azabudai Hills©DBOX for Mori Building Co., Ltd. - Azabudai Hills奈良美智《東京の森の子》 2023年
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予防医療センターは、2023年11月6 日より麻布台ヒルズで検査を開始しました

　予防医療の未来を見据え、麻布台ヒルズへの移転を機にメンバー

シップ制の医療サービス「予防医療メンバーシップ」を新たに開設し

ました。プライマリードクターを中心としたメンバー専属のパーソナルサ

ポートチームがメンバーと一緒になり、何年か先に起こりうる健康・疾

病のリスクを予想しながら、日常生活からメンバー一人ひとりの健康を

デザインしていくことを目指しています。

　新しい予防医療センターは、検査への不安を和らげる、落ち

着いた空間設計となっております。また、快適にお過ごしいただ

くために、施設内はプライバシーを考慮したコンセプトにて設計

されています。受診当日は、検査スケジュールのご説明をはじめ、

検査時の館内移動のご案内など、専任のコンシェルジュが対応

いたします。

安心して受診いただける環境

予防医療メンバーシップ
　受診者がご自身の希望に合わせて検査メニューをオーダーメイド

できるパーソナライズド・ドックを提供します。生活習慣病の早期発

見を目的に、健康状態を総合的にチェックする基本コースのほか、

専門セットや個別オプション検査を自由に組み合わせることで、オリ

ジナルの検査メニューを作ることができます。先進的な医療機器を

揃え、より高精度な検査が可能な環境を整えました。

パーソナライズド・ドック

　森ビルが管理・運営する「街（ヒルズ）」で、多様なライフステージに

おける人々の健康課題を把握し、「予防医療センター」と連携して、未

来型の予防医療・ウェルネスに関する研究に取り組むことを目的に２０２１

年４月に開設されました。予防医療の学際的な発展を目指します。

ヒルズ未来予防医療・
ウェルネス共同研究講座

柏木和弘医師 岸本泰士郎医師

パーソナライズド・ドック フロア

〒106 - 0041�

東京都港区麻布台一丁目3番1号

麻布台ヒルズ森JPタワー�5階・6階�

慶應義塾大学予防医療センター

アクセス

慶應義塾大学予防医療センター

電話番号：03 - 5843 - 6085

受付時間：月〜金�第2・4・5土曜日　8 : 30〜17 : 00

お問い合わせ

東京メトロ日比谷線　神谷町駅（徒歩11分）

東京メトロ南北線　六本木一丁目駅（徒歩10分）

最寄駅

▶

  慶應義塾大学予防医療センター
　ウェブサイト
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院
内
で
ピ
ン
ク
色
の
制
服
を
着
て
い
る
ク

ラ
ー
ク
と
い
う
職
員
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
ク
ラ
ー
ク
は
医
療
事
務
や
看
護
補
助

業
務
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
学
び
、
主

に
病
棟
や
外
来
で
医
師
や
看
護
師
の
指
示

の
も
と
事
務
作
業
補
助
を
行
っ
て
い
る
職
員

で
す
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
は
看
護
部

に
所
属
し
、
現
在
45
名
が
勤
務
し
て
い
ま

す
。
病
棟
で
は
患
者
さ
ん
が
日
常
生
活
と

は
異
な
る
環
境
で
安
全
に
安
心
し
て
入
院

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
病
室
な
ど
の
環
境

を
準
備
し
、
病
棟
内
の
設
備
や
使
用
方
法
、

各
種
書
類
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
ご
案
内
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
病
棟
の
ご
案
内
役
と
し
て
少
し
で
も

患
者
さ
ん
の
安
心
に
繋
が
る
よ
う
に
、い
つ

も
笑
顔
で
き
め
細
や
か
な
関
わ
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来
で
勤
務
す
る
ク

ラ
ー
ク
と
と
も
に
行
う
診
断
書
な
ど
の
文

書
作
成
業
務
、
医
師
や
検
査
室
職
員
と
の

連
絡
業
務
、
看
護
師
や
ナ
ー
ス
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
協
働
し
て
患
者
さ
ん
が
治
療
や
検
査

を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
な
ど
、
多
職
種
と
協
力
し
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
事
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

年
3
回
の
安
全
や
感
染
に
関
す
る
研
修
、

一
次
救
命
処
置
の
研
修
も
受
講
し
、
医
療

従
事
者
の一
人
と
し
て
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
他
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
と
同
様
に
手
洗
い
な
ど
も
確
実

に
実
施
し
、
患
者
さ
ん
へ
の
感
染
予
防
に
関

す
る
説
明
に
も
力
を
注
ぎ
、
安
全
な
入
院
・

外
来
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
患
者
さ
ん
に
よ
り
身
近
な
存
在

と
し
て
入
院
生
活
、
外
来
受
診
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

慶應義塾大学病院では「治験」を行っています
〜治験と臨床研究コーディネーター（CRC）〜

医
療
チ
ー
ム
と
し
て
協
働
し
て
い
ま
す
　
〜
ク
ラ
ー
ク
〜

器等の開発において行われます。慶應義塾大学病

院では、企業治験と医師主導治験の両方を行ってお

り、医師、看護師、薬剤師をはじめ多くのスタッフが

治験の実施にかかわっています。

　臨床研究コーディネーターは、CRC（Clinical�

Research� Coordinator）と呼ばれ、治験予定、あ

るいは治験に参加した患者さんの自由な意思を尊重

すると共に、安全性を守り科学性や信頼性を担保し

つつ、円滑に治験を進められるように医師や医療従

事者との調整をする専門スタッフです。

　CRCは、患者さんが治験の内容を十分に理解し

た上で、納得して参加出来るようにサポート致します。

また、ご同意いただいた患者さんに寄り添って、来院

時の検査スケジュール管理や、不安や悩みを共に解

消しながら、安心して治験に参加出来る体制を作っ

ています。

　当院では、治験や臨床研究を専門としてサポート

するコーディネーターと、看護部や薬剤部に所属しつ

つ治験業務をサポートするコーディネーターが協働し

て、CRC業務を行っています。

　治験にご興味のある方は総合相談窓口へお声が

けください。

　「治験（ちけん）」とは、新しく開発されたお薬や

医療機器等が安全に使用できるか？有効性が認めら

れるか？を調べるために、健康な人や患者さんの協力

によって行われる臨床試験のことです。ここで得られ

たデータをもとに厚生労働省が審査をして認められる

と、新しいお薬として広く医療機関で使用できるよう

になります。

　治験には、企業が行う「企業治験」と医師自らが

行う「医師主導治験」があります。いずれの治験も、

院内の審査委員会で科学的・倫理的に妥当である

かを確認した上で実施しています。

　医師主導治験は、患者数が少ない希少疾患など、

企業が治験を実施しがたい分野の医薬品や医療機

【 臨床研究推進センター】臨床試験実施部門長（ 浜本康夫医師 ）とCRC

医薬品 / 医療機器等の開発と治験

薬の候補の有効性や安全性を検討基礎研究

治
験

第Ⅰ相 健康な人・患者さんにご協力いただき、薬の体内で
の動きや副作用を検討

第Ⅱ相 患者さんにご協力いただき、薬の有効性と安全性を
調べ、どのように使うことが好ましいかなどを検討

第Ⅲ相 さらに多くの患者さんにご協力いただき、薬の有効
性と安全性を検討

厚生労働省へ承認申請 承認 発売
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WEB 初診予約が始まりました。これまで、初診のご予約はお電話または

ご来院いただき窓口にて承っておりましたが、WEB からご予約いただくこ

とができるようになりました。フォームにご入力、送信後、申込みが確認さ

れましたら、予約担当者より入力いただいた連絡先にお電話にてご連絡

いたします。初診ご予約の際は、是非ご利用ください。

外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

「 すゝめ 」Vol.20 　2023 年 11 月 30 日発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: https://www.hosp.keio.ac.jp/

8時40分〜12時00分、13時00分〜16時00分
※�面会は医療上必要な場合に制限させていただいております。
　詳しくは病院のウェブサイトをご覧ください。

日曜日、第1・3土曜日/国民の祝日・休日/
年末年始（12月30日〜1月4日）

※�2024年1月6日（土）、2024年2月12日（月）は外来診療日です。

COLUMN 感染症はいつもあなたの近くに潜んでいます　〜感染対策のすゝめ〜

Information

こちらのQRコードからアンケートにアクセスしていただき、
広報誌すゝめで読んでみたい記事など、ぜひご意見をお聞かせください。

アンケートに
ご協力ください

心不全の患者さんを対象に、当院スポーツ医学総合センター・内科学（ 循

環器 ）が企業と共同で開発した運動支援アプリケーションを用いて、その

有効性や安全性を評価する医師主導治験を開始しました。スマートウォッチ

（Fitbit ）を装着して歩数や脈拍数などの運動の情報を取得し、本人に最

適な運動を提案します。ご興味のある方は以下の治験調整医師までご連絡

ください。

治験調整医師 勝俣 良紀（スポーツ医学総合センター）

TEL：03 - 5269 - 9054

患者サロン

心不全の患者さんを対象とした運動支援�
アプリケーションの医師主導治験を開始

▶  詳細やフォームはこちらのQR
コードからご確認ください

詳しくはこちらから▶

がん相談支援センターでは「患者サロン」を定期的に開催しています。頑張っ

ていること、工夫していることなど皆さんと語り合いませんか？皆さまのご参加を

お待ちしております。

【2023年度開催予定】
第3回　12月
第4回　2024年3月

【お問い合わせ】
慶應義塾大学病院　がん相談支援センター　電話：03 - 5363 - 3285

▶ 最新の情報はこちらのQR
コードからご確認ください。︎
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◀  詳しくはこちらから

厚生労働省
「新型コロナウイルス

感染予防のために」

WEB初診予約

AI技術を活用した当院の取り組み
2023 年 7月24日（月）、加藤勝信厚生労働大臣（当時 ）が、AI 技術を活

用した当院での取り組みを視察されました。調剤や配送を支援するロボットな

どの見学や車いす型自動運転サービスの試乗をされ、AI 技術による医療の

質向上と医療従事者の負担軽減を目指す取り組みを視察されました。

このような当院の取り組み

は、日本だけでなく、欧米

やアジア諸国でも高い関

心が寄せられており、国

内外の多くの見学を受け

入れております。




